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令和６年度第１回岩国警察署協議会会議録 

 

開 催 日 時 
令和６年６月１９日（水） 

午後２時から午後４時までの間 

開 催 場 所 
山口県岩国市麻里布町六丁目１５番２０号 

岩国警察署５階 講堂 

出 

 

席 

 

者 

委  員 

木村委員、塩田委員、藤兼委員、若林委員、安村委員、 

中村委員、杉原委員、松田委員、山田委員、福多委員、 

牛島委員、原田委員、楯田委員 

計１３名 

警 察 署 

署長、副署長、地域官、刑事官、主幹、交通官、警務課長、 

警察安全相談課長、留置管理課長、生活安全課長、地域第一課長、

刑事第一課長、刑事第二課長、交通捜査課長、警備課長 

計１５名 

議 題  警察職員採用募集活動の推進 

１ 会長挨拶 

  本日は、令和６年度第１回目の協議会である。 

  コロナが落ち着き、行動も再開され、賑やかになっているのは喜ばしいことであ

るが、時々、感染したという話を聞くことから、皆さんも注意していただきたい。 

  人事異動があり、岩国署もたくさんの方が転勤したが、今までと同様、岩国市民

の安全安心を守ってもらいたいと思う。 

  本日の議題である「警察職員採用募集活動の推進」は、重い課題だとは思うが、

しっかりと議論をしていきたいので、よろしくお願いする。 

 

２ 署長挨拶 

省略 

 

３ 業務推進状況説明（署長） 

 ⑴ 犯罪情勢 

  ア 刑法犯認知・検挙状況 

  イ 犯罪抑止重点対象犯罪の認知状況 

  ウ 岩国警察署刑法犯・自転車盗認知件数 

 ⑵ うそ電話詐欺発生状況等 

 ア 発生件数・被害額 

 イ 被害防止対策 

⑶ ＳＮＳ型投資詐欺、ロマンス詐欺の発生状況等 
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 ア 発生件数・被害額 

 イ 被害防止対策 

⑷ 人身安全対策関係 

⑸ 交通情勢 

 ア 交通事故発生状況 

 イ 交通事故抑止対策 

 

４ 諮問事項説明 

  警察職員採用募集活動の推進 

 

５ 協議 

（委員） 

警察職務の魅力を伝えるためには、小中学生など、若い方々へのアピールの場を

増やす必要があるのではないか。 

（警務課長） 

幼少期に見た警察官の格好良さに憧れて警察官になった者も多くいる。小学生、

中学生へのアピールも非常に重要と考えており、小中学生の職場体験を行っている

ところである。 

（委員） 

駅の駐輪場等に、自転車の鍵かけに関するポスターのほか、採用ポスターも掲載

してはどうか。 

（署長） 

ポスターの掲載は、管理者の承諾を得ながら行っている。自転車の鍵かけポスタ

ーに関しては防犯的な効果も高く、掲示してもらいやすい。採用関係のものを掲示

してもらうのは難しいかもしれないが、積極的に検討したい。 

（委員） 

消防であれば、転勤で職場が遠くなったとしても、自宅から通うことができる。

また、刑務所に関しては、全国転勤を視野に入れて採用することもあれば、地元採

用もある。警察は、転勤になると自宅から通えず、単身赴任になることが多いが、

自宅から通うことはできないのか。 

（署長） 

  警察官は、災害や重要事件等が発生した場合、直ちに対応する必要があり、居住

区域に関する制限が訓令で定められている。しかし、この制限も時代とともに徐々

に緩和されている。確かに、岩国警察署では、幹部のほとんどは単身赴任をしてい

るが、警部補以下の職員は概ね家族と共に住んでおり、夫婦で同じ所属という場合

もある。 

（委員） 

  高速道路やバイパスがどんどん整備されているので、通勤に関する補助があれば

いいと思う。 

（署長） 
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  先ほど説明したとおり、警察官には居住制限がかかっているが、緩和もされてい

る。また、居住制限区域外から通勤する者もおり、高速道路を使用して通勤するこ

とも可能である。 

  以前は管轄区域外に出るだけで届出が必要であったが、今はそこまで厳しくはな

い。選んでもらえる職業であり続けられるように、我々もアップデートしていきた

い。 

（委員） 

柔剣道の道場に出向いて採用活動を行ってもいいのではないか。 

（署長） 

  道場への採用活動については、県警で機動隊チャレンジというイベントを開催し

ているので広報していきたい。 

（委員） 

  採用について、男性と女性で人数的配分があるのか。 

（警務課長） 

  警察では、性別を分けて採用するようになっている。令和８年度までに女性警察

官の割合を１２パーセントまで引き上げるため、ここ数年、女性警察官の採用人数

を増やしているが、１２パーセントについては今年の春の時点で達成している。 

（委員） 

  一般の企業と比べて女性の管理職が少ないように思うが、いかがか。 

（署長） 

  女性の警察幹部はまだまだ少ない。階級別では、警視約１００人のうち女性は３

人、警部約２３０人のうち女性は６人である。女性活躍の面から、男性が積極的に

育児を行うことで女性もキャリアアップを図っていけるよう、制度を整えていこう

としている。 

（委員） 

  最近警察官になった方が、警察官になろうと思った動機やきっかけは何か。 

（警務課長） 

  警察本部では、採用された職員へのアンケートを行っているが、これによれば、

「身内や身近に警察官の姿を見て」「幼少期からの警察官の印象」「災害警備で必死

に活動している警察官の姿を見て」などの回答が多かったようだ。 

  岩国警察署の拝命２年以内の警察官に尋ねると、「警察のドラマを見て憧れた。」

「白バイ隊員になりたかった。」「警察官に対応してもらった時の格好良さや優しさ。」

「人のためになりたかった。」「身内に警察官がいて憧れていた。」「収入が安定した

公務員だから。」などの回答であった。 

（委員） 

  中学校や高校に、「警察官はこういう目的でこういう研修をし、こういう仕事を

します。」などとはっきり書かれたポスター等がもっと掲示されているといいのでは

ないか。 

（署長） 

現状、警察署の職業体験で生徒に来てもらい、ポスター等の資料を活用しながら
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説明している。今後は、こちらから学校に出向いてセミナーを行うなど、学校に警

察の研修を受け入れてもらえるよう働きかけていく。 

（委員） 

  自衛隊入隊時のインタビュー報道で、５年前に発生した災害時の救助活動を見て

入隊を決めたと隊員が話していた。警察も災害現場で活動しているが、あまり報道

で見かけないことから、警察の活動を積極的に報道した方がいいのではないか。 

（署長） 

  警察も災害現場における活動をアピールしているが、自衛隊等に比べて広報が足

りないかもしれない。今後、しっかりとアピールをしていきたい。 

（委員） 

  経済的な安定が、安定した働きぶりにつながると思うので、危険手当のような形

で所得を増やせないか。 

（署長） 

  警察官は公安職であることから、行政職より給料は高くなっている。また、業務

の効率化にも配意しつつ、限られた予算の範囲内で適正に手当等が出るようになっ

ている。 

（委員） 

  中途採用や社会人枠などは設けていないのか。受験者が少ないのであれば、年齢

制限を緩やかにしたらどうか。 

（署長） 

  社会人経験のある職員は多くいるし、年齢制限も昔より緩やかになっている。 

（委員） 

  警察官は子供たちにとって夢の職業だと思う。小さな頃から警察官の仕事を紹介

し、子供の職業選択肢を広げていくことが大切だと思う。 

（署長） 

  年代層に応じたパンフレットを作成したり、警察が学校等に出向いて話をしたり

するなど、子供たちが小さな頃から警察官の仕事に触れる機会を増やしていきたい。 

（委員） 

  社会人が警察の採用試験を受験する場合、会社に在籍したまま受けることができ

るのか。 

（署長） 

  会社に在籍したまま採用試験を受けることに特段の制限はない。 

（委員） 

  警察には、消防の出初式のような行事はないのか。 

（署長） 

  警察には視閲式があり、やまぐち富士商ドームで行っている。 

（委員） 

  警察官には規制が多すぎると感じる。例えば、海外旅行には行けるのか。若い人

が辞める理由として、自由がないということが挙げられるのではないかと考える。 

（署長） 
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  確かに、警察は有事の際に必要な体制を確保するため、海外旅行に行くには制限

がある。しかしながら、前もって届けを出せば、海外旅行に行くこともできる。 

（委員） 

  若者は、職場の良好な雰囲気を重視していることから、このことをアピールして

いけばいいのではないか。 

（署長） 

  良好な職場環境というのは選ばれる前提条件だと考えている。警察は階級社会で

上下関係が厳しいと思われがちであるが、学校教養や現場教養などの手厚いサポー

トも行っている。このようなサポート体制が整っているのは警察の強みであり、積

極的にアピールしていきたい。 

 

６ 講評（会長） 

  様々な質問に対して、警察からしっかりとした回答をもらえた。 

  これからも県民の安心安全を守ってもらいたい。 

 

７ 配布資料 

  警察業務説明資料 

 

 


